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1.  平成23年2月期第3四半期の連結業績（平成22年3月1日～平成22年11月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年2月期第3四半期 10,374 55.4 72 ― 239 ― △62 ―

22年2月期第3四半期 6,676 ― △1,722 ― △1,647 ― △1,764 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年2月期第3四半期 △3.29 ―

22年2月期第3四半期 △93.06 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年2月期第3四半期 18,616 11,254 55.9 549.54
22年2月期 19,467 11,453 54.4 559.74

（参考） 自己資本   23年2月期第3四半期  10,398百万円 22年2月期  10,592百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  有  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年2月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
23年2月期 ― 0.00 ―

23年2月期 
（予想）

0.00 0.00

3.  平成23年2月期の連結業績予想（平成22年3月1日～平成23年2月28日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,830 50.4 380 ― 340 ― 10 ― 0.53



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外でありますが、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取
引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きは終了しております。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に掲載されている業績予想等の将来に関する事項は、当社が入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
 なお、業績予想の前提となる事項等につきましては、【添付資料】P.2「１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報」をご参照ください。 
 また、平成23年２月期の期末配当金予想につきまして修正を行っております。当該予想に関する事項につきましては、本日平成23年１月１4日公表の「平
成23年２月期 配当予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.4「２．その他の情報」をご覧ください。）

新規 ―社 （社名 ）、 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年2月期3Q  21,533,891株 22年2月期  21,533,891株

② 期末自己株式数 23年2月期3Q  2,610,839株 22年2月期  2,609,339株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年2月期3Q  18,923,236株 22年2月期3Q  18,960,281株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における世界経済は、欧州での金融不安や景気対策効果減退の予測などの厳しい材

料はありますが、アジアを中心とした経済成長にけん引され、総じて景気は回復に向かいました。 

一方、わが国の経済は、世界経済の回復や政府による景気対策の効果に支えられ、輸出や生産が増加するな

ど、景気は持ち直しているものの、依然として失業率は高水準にあり、物価はデフレ傾向が続くなど、自律的な

回復にはいたっていない状況であります。 

当社グループの主要な取引先であります自動車産業界におきましては、新興国市場の拡大、環境対応車や小型

車の伸長等にけん引される形で自動車生産、設備投資ともに回復の傾向を見せました。 

しかしながら、特に日系自動車メーカーにおきましては、いまだ根強い生産設備の過剰感、日本国内における

スクラップインセンティブ終了にともなう新車販売台数の減少、さらには強すぎる円高傾向等の不安材料が重な

って先行きの不透明感は払拭されず、依然として予断を許さない状況が続きました。 

こうした経営環境のもと、当社グループといたしましては、「切削工具を中心とした新製品の拡販」「５Ｒビ

ジネス（修理、再生、再研磨、転用・改造、省資源）の取り込み」「他社ＯＥＭ製品の取り込み」「自動車部品

生産ラインの集約・改善に対応する高付加価値製品（複合加工工具、高能率加工工具等）の提案」「中国地域等

における工具類の一括受注（フルターンキー受注）の積極展開」などのテーマに取り組み、受注確保に努めてま

いりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高につきましては、103億７千４百万円（前年同四半期比55.4％

増）となりました。 

また、利益面におきましては、「工場を中心とした原価低減の推進」「労務費の適正化」「各種コストのさら

なる圧縮」等のスリム化策が功を奏し、営業利益７千２百万円（前年同四半期は17億２千２百万円の営業損

失）、経常利益２億３千９百万円（前年同四半期は16億４千７百万円の経常損失）、四半期純損失６千２百万円

（前年同四半期は17億６千４百万円の四半期純損失）となりました。 

  

事業の種類別セグメントの業績につきましては、次のとおりであります。 

（超硬工具関連事業） 

当事業につきましては、回復基調にある自動車産業界の影響を受けて、切削工具、工具保持具の需要がともに

若干増加いたしました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は82億８千万円（前年同四半期比60.8％増）、営業利益は３億

５千万円（前年同四半期は11億７千４百万円の営業損失）となりました。 

（自動車部品関連事業） 

当事業につきましては、回復基調にある自動車産業界の影響を受けて、自動車試作部品、治具の需要がともに

若干増加いたしました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は７億６千１百万円（前年同四半期比73.1％増）、営業利益は

１億７千万円（前年同四半期は３千１百万円の営業損失）となりました。 

（包装資材関連事業） 

当事業につきましては、豪州を市場とし、住宅用断熱資材、バブルバック製品（クッション封筒等）を販売し

ておりますが、豪州政府による支援策の早期打ち切りや小売業界不調の影響を受け、受注の伸びは鈍化しており

ます。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は10億６千１百万円（前年同四半期比3.6％増）となりました。

また利益面は、輸送コスト等が増加し、営業利益は６千６百万円（前年同四半期比34.7％減）となりました。 

（その他事業） 

当事業につきましては、当第３四半期連結累計期間の売上高は２億７千１百万円（前年同四半期比340.5％

増）、営業損失は２千１百万円（前年同四半期は２千万円の営業損失）となりました。 

なお、セグメント全体の業績につきましては、必要に応じた消去を行った結果、当第３四半期連結累計期間の

売上高は103億７千４百万円、営業利益は７千２百万円となりました。 

  

所在地別セグメントの業績につきましては、次のとおりであります。 

（日本） 

当地域におきましては、自動車生産、設備投資ともに若干の回復が見られ、切削工具、工具保持具及び自動車

試作部品の需要が若干増加いたしました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は63億９千４百万円（前年同四半期比70.4％増）、営業利益は

３億１千４百万円（前年同四半期は11億３千８百万円の営業損失）となりました。 

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（アジア） 

当地域におきましては、中国、東南アジアの自動車産業界でのおう盛な設備投資意欲等にけん引され、工具類

の受注が急増いたしました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は21億９千９百万円（前年同四半期比51.8％増）、営業利益は

２億３千９百万円（前年同四半期比366.1％増）となりました。 

（北米） 

当地域におきましては、自動車産業界における自動車生産の回復を受け、工具類の受注が増加に転じてまいり

ました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は５億２百万円（前年同四半期比114.5％増）となりましたが、

利益面につきましては、徹底的なコスト管理を進めましたもののこれを受注量で補うことができず、営業損失は

５千２百万円（前年同四半期は１億４千１百万円の営業損失）となりました。 

（オセアニア） 

当地域におきましては、住宅用断熱資材、バブルバック製品（クッション封筒等）を販売しておりますが、豪

州政府による支援策の早期打ち切りや小売業界不調の影響を受け、受注の伸びは鈍化しております。 

その結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は10億６千１百万円（前年同四半期比3.6％増）となりました。

また利益面は輸送コスト等が増加し、営業利益は６千６百万円（前年同四半期比34.7％減）となりました。 

（その他の地域） 

その他の地域におきましては、当第３四半期連結累計期間の売上高は２億１千８百万円（前年同四半期比0.8％

増）、営業損失は１千３百万円（前年同四半期は１千５百万円の営業損失）となりました。 

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末と比較して、総資産は８億５千１百万円減少し

て186億１千６百万円となりました。これは主に、現金及び預金が13億１千万円減少し、有価証券が３億９千９百

万円増加したことなどによるものであります。 

また、負債は前連結会計年度末と比較して、６億５千２百万円減少して73億６千１百万円となりました。これ

は主に、支払手形及び買掛金が１億７千８百万円、短期借入金が１億５千万円、長期借入金が３億２千８百万円

減少したことなどによるものであります。 

なお、純資産は前連結会計年度末と比較して、主に為替換算調整勘定の減少により１億９千８百万円減少して

112億５千４百万円となり、当第３四半期連結会計期間の自己資本比率は55.9％となっております。 

  

キャッシュ・フローの状況につきましては次のとおりであります。 

当第３四半期連結累計期間末における連結ベースの現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結

会計年度末と比較して、13億３千万円減少して28億４千４百万円となりました。 

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果、使用した資金は２億７千３百万円（前年同四半期は３億１千２百万円の資金を取得）となり

ました。 

これは主に、売上債権の増加額７億１千２百万円、仕入債務の減少額１億２千４百万円などによるものであり

ます。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果、使用した資金は４億９千８百万円（前年同四半期は８億４千２百万円の資金を取得）となり

ました。 

これは主に、有価証券の取得による支出11億４千７百万円、有価証券の売却による収入７億９千４百万円、有

形固定資産の取得による支出１億７千３百万円などによるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果、使用した資金は５億２百万円（前年同四半期は２億４千３百万円の資金を取得）となりまし

た。 

これは主に、長期借入金の返済による支出３億３千８百万円、短期借入金の純減額１億５千万円などによるも

のであります。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

連結業績予想につきましては、現時点では、平成22年４月14日に公表いたしました数値から変更ありません。 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

 ①棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっております。 

②固定資産の減価償却費の算定方法 

 減価償却費方法として定率法を採用している固定資産については、当連結会計年度に係る減価償却費の額を

期間按分して算定する方法によっております。 

２．特有の会計処理 

 該当事項はありません。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 該当事項はありません。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

 該当事項はありません。 

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末 
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,864,787 4,175,433 

受取手形及び売掛金 3,932,229 3,265,128 

有価証券 399,807 33 

商品及び製品 1,103,181 1,045,338 

仕掛品 376,383 353,421 

原材料及び貯蔵品 287,730 276,216 

繰延税金資産 27,523 23,827 

その他 212,632 251,489 

貸倒引当金 △14,023 △24,402 

流動資産合計 9,190,252 9,366,486 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,480,390 2,663,280 

機械装置及び運搬具（純額） 3,270,097 3,715,880 

土地 1,347,037 1,356,279 

建設仮勘定 7,399 10,544 

その他（純額） 143,243 150,105 

有形固定資産合計 7,248,168 7,896,089 

無形固定資産 170,178 148,270 

投資その他の資産   

投資有価証券 1,627,930 1,654,796 

長期貸付金 6,994 7,469 

繰延税金資産 27,118 29,435 

その他 374,265 393,410 

貸倒引当金 △28,876 △28,876 

投資その他の資産合計 2,007,431 2,056,235 

固定資産合計 9,425,778 10,100,594 

資産合計 18,616,030 19,467,081 
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末 
(平成22年11月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年２月28日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 979,313 1,158,163 

短期借入金 600,000 750,000 

1年内返済予定の長期借入金 586,419 602,663 

未払法人税等 50,222 86,939 

賞与引当金 117,628 33,815 

その他 609,720 670,484 

流動負債合計 2,943,304 3,302,066 

固定負債   

長期借入金 2,307,711 2,636,187 

退職給付引当金 1,767,914 1,804,461 

繰延税金負債 105,032 42,137 

その他 237,340 228,763 

固定負債合計 4,417,998 4,711,551 

負債合計 7,361,303 8,013,617 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,882,016 2,882,016 

資本剰余金 4,165,413 4,165,447 

利益剰余金 4,721,995 4,784,293 

自己株式 △732,688 △732,465 

株主資本合計 11,036,737 11,099,292 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 191,581 118,643 

為替換算調整勘定 △829,355 △625,189 

評価・換算差額等合計 △637,773 △506,546 

少数株主持分 855,763 860,717 

純資産合計 11,254,726 11,453,463 

負債純資産合計 18,616,030 19,467,081 

富士精工㈱(6142) 平成23年２月期第３四半期決算短信

- 6 -



（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 

 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 

 至 平成22年11月30日) 

売上高 6,676,278 10,374,963 

売上原価 6,310,834 8,315,945 

売上総利益 365,443 2,059,017 

販売費及び一般管理費 2,087,923 1,986,609 

営業利益又は営業損失（△） △1,722,480 72,408 

営業外収益   

受取利息 20,307 37,762 

受取配当金 8,940 11,469 

持分法による投資利益 － 58,247 

デリバティブ評価益 － 69,973 

雇用調整助成金 137,592 10,077 

その他 96,011 112,256 

営業外収益合計 262,851 299,787 

営業外費用   

支払利息 56,746 61,839 

売上割引 8,914 12,336 

為替差損 63,625 47,049 

持分法による投資損失 19,452 － 

その他 38,746 11,077 

営業外費用合計 187,485 132,303 

経常利益又は経常損失（△） △1,647,115 239,892 

特別利益   

固定資産売却益 2,440 21,980 

その他 3,597 4,214 

特別利益合計 6,037 26,195 

特別損失   

固定資産除売却損 21,723 3,366 

投資有価証券評価損 － 157,699 

その他 480 1 

特別損失合計 22,203 161,067 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△1,663,281 105,020 

法人税、住民税及び事業税 65,429 93,778 

法人税等調整額 37,931 8,896 

法人税等合計 103,361 102,675 

少数株主利益又は少数株主損失（△） △2,231 64,642 

四半期純損失（△） △1,764,410 △62,297 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 

 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 
 至 平成22年11月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△1,663,281 105,020 

減価償却費 653,090 616,501 

のれん償却額 901 － 

持分法による投資損益（△は益） 19,452 △58,247 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 187,380 △34,277 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △470,216 － 

賞与引当金の増減額（△は減少） 66,479 83,813 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △18,478 △9,364 

受取利息及び受取配当金 △34,310 △49,232 

支払利息 56,746 61,839 

有形固定資産除売却損益（△は益） 19,283 △18,614 

投資有価証券売却損益（△は益） △978 1 

投資有価証券評価損益（△は益） － 157,699 

デリバティブ評価損益（△は益） － △69,973 

売上債権の増減額（△は増加） 1,445,928 △712,798 

たな卸資産の増減額（△は増加） 88,656 △157,028 

仕入債務の増減額（△は減少） △42,383 △124,820 

その他 △83,966 50,011 

小計 224,304 △159,469 

利息及び配当金の受取額 51,418 54,740 

利息の支払額 △52,942 △50,032 

法人税等の支払額 △64,328 △118,684 

法人税等の還付額 154,459 － 

営業活動によるキャッシュ・フロー 312,909 △273,446 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △20,000 

有価証券の取得による支出 △2,490,463 △1,147,652 

有価証券の売却による収入 3,717,116 794,228 

有形固定資産の取得による支出 △421,352 △173,607 

有形固定資産の売却による収入 11,630 43,531 

貸付けによる支出 △2,857 △1,643 

貸付金の回収による収入 4,313 3,630 

その他 23,904 3,294 

投資活動によるキャッシュ・フロー 842,292 △498,218 
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年３月１日 
 至 平成21年11月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年３月１日 

 至 平成22年11月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △36,888 △150,000 

長期借入れによる収入 600,000 － 

長期借入金の返済による支出 △288,746 △338,702 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 － △1,060 

自己株式の売却による収入 97 39 

自己株式の取得による支出 △24,727 △296 

配当金の支払額 △848 △888 

少数株主への配当金の支払額 △5,774 △12,091 

財務活動によるキャッシュ・フロー 243,111 △502,999 

現金及び現金同等物に係る換算差額 105,413 △55,982 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,503,727 △1,330,646 

現金及び現金同等物の期首残高 2,082,716 4,175,433 

現金及び現金同等物の四半期末残高 3,586,443 2,844,787 
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該当事項はありません。 

  

（事業の種類別セグメント情報） 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年３月１日 至平成21年11月30日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自平成22年３月１日 至平成22年11月30日） 

 （注）１．事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２．各事業の主な製品 

(1）超硬工具関連事業……ホルダー、チップ、バイト、カッター・ドリル・リーマ 

(2）自動車部品関連事業…自動車用試作部品 

(3）包装資材関連事業……緩衝梱包材・保温材・エアーセルマットの製造及び販売 

(4）その他事業……………機械工具の設計及び販売、機械の販売、金型の製造及び販売 

３．会計方針の変更 

前第３四半期連結累計期間 

（棚卸資産の評価に関する会計基準） 

棚卸資産の評価については、従来、製品及び仕掛品は主として総平均法による原価法、商品及び原材料な

らびに貯蔵品は主として移動平均法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚

卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日公表分）を適用したことにとも
ない、製品及び仕掛品は主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法）、商品及び原材料ならびに貯蔵品は主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額

については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

この変更にともない、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の「超硬工具関連事
業」101,234千円、「自動車部品関連事業」4,224千円、「その他事業」4,144千円の営業損失が増加してお

ります。 
  

当第３四半期連結累計期間 

──────  

４．追加情報 

前第３四半期連結累計期間 

（有形固定資産の耐用年数の変更） 

当社は、法人税法改正（減価償却資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正する省令（平成20年４月30

日 財務省令第32号））にともない、第１四半期連結会計期間より、耐用年数の見直しを行った結果、機械
装置の耐用年数を変更しております。 

この変更にともない、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の「超硬工具関連事

業」41,231千円、「自動車部品関連事業」798千円、「その他事業」1,568千円、「消去又は全社」1,442千

円の営業損失が減少しております。 
  

当第３四半期連結累計期間 

────── 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
超硬工具 
関連事業 
(千円) 

自動車部品
関連事業 
(千円) 

包装資材 
関連事業 
(千円) 

その他事業 
(千円) 

計 
(千円) 

消去又は 
全社 

(千円) 

連結 
(千円) 

売上高               

(1）外部顧客に対する売上高  5,150,280  440,168  1,024,294  61,535  6,676,278  －  6,676,278

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高 
 7,303  －  －  125,515  132,818    ( )132,818  －

計  5,157,583  440,168  1,024,294  187,050  6,809,096     ( )132,818  6,676,278

営業利益又は営業損失（△）  △1,174,497  △31,327  101,531  △20,236  △1,124,530   ( )597,949  △1,722,480

  
超硬工具 
関連事業 
(千円) 

自動車部品
関連事業 
(千円) 

包装資材 
関連事業 
(千円) 

その他事業 
(千円) 

計 
(千円) 

消去又は 
全社 

(千円) 

連結 
(千円) 

売上高               

(1）外部顧客に対する売上高  8,280,759  761,891  1,061,238  271,073  10,374,963  －  10,374,963

(2）セグメント間の内部売上高又は

振替高 
 11,681  －  －  129,457  141,138    ( )141,138  －

計  8,292,440  761,891  1,061,238  400,530  10,516,101     ( )141,138  10,374,963

営業利益又は営業損失（△）  350,891  170,836  66,277  △21,453  566,551   ( )494,142  72,408
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（所在地別セグメント情報） 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年３月１日 至平成21年11月30日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自平成22年３月１日 至平成22年11月30日） 

 （注）１．国または地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．本邦以外の区分に属する主な国または地域 

(1）アジア………………韓国・中国・インドネシア 

(2）北米…………………米国 

(3）オセアニア…………豪州  

(4）その他の地域………英国・ポーランド 

３．会計方針の変更 

前第３四半期連結累計期間 

（棚卸資産の評価に関する会計基準） 

棚卸資産の評価については、従来、製品及び仕掛品は主として総平均法による原価法、商品及び原材料な

らびに貯蔵品は主として移動平均法による原価法によっておりましたが、第１四半期連結会計期間より「棚

卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年７月５日公表分）を適用したことにとも

ない、製品及び仕掛品は主として総平均法による原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく

簿価切下げの方法）、商品及び原材料ならびに貯蔵品は主として移動平均法による原価法（貸借対照表価額

については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しております。 

この変更にともない、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の「日本」の営業損

失が109,603千円増加しております。 
  

当第３四半期連結累計期間 

──────  

４．追加情報 

前第３四半期連結累計期間 

（有形固定資産の耐用年数の変更）  

 当社は、法人税法改正（減価償却資産の耐用年数等に関する省令の一部を改正する省令（平成20年４月30

日 財務省令第32号））にともない、第１四半期連結会計期間より、耐用年数の見直しを行った結果、機械

装置の耐用年数を変更しております。 

 この変更にともない、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の「日本」の営業損

失が45,041千円減少しております。 
  
当第３四半期連結累計期間 

────── 

  

  
日本 

(千円) 
アジア 
(千円) 

北米 
(千円) 

オセアニア 
(千円) 

その他の地域 
(千円) 

計 
(千円) 

消去又は全社 
(千円) 

連結 
(千円) 

売上高                 

(1）外部顧客に対する売上高  3,752,857  1,448,583  234,059  1,024,294  216,483  6,676,278  －  6,676,278

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 422,859  180,480  247  －  －  603,586    ( )603,586  －

計  4,175,716  1,629,063  234,306  1,024,294  216,483  7,279,865    ( )603,586  6,676,278

営業利益又は営業損失（△）  △1,138,183  51,304  △141,560  101,531  △15,860  △1,142,768  ( )579,711  △1,722,480

  
日本 

(千円) 
アジア 
(千円) 

北米 
(千円) 

オセアニア 
(千円) 

その他の地域 
(千円) 

計 
(千円) 

消去又は全社 
(千円) 

連結 
(千円) 

売上高                 

(1）外部顧客に対する売上高  6,394,341  2,199,136  502,076  1,061,238  218,170  10,374,963  －  10,374,963

(2）セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 749,369  268,264  196  －  5,680  1,023,510  ( )1,023,510  －

計  7,143,710  2,467,400  502,273  1,061,238  223,850  11,398,473  ( )1,023,510  10,374,963

営業利益又は営業損失（△）  314,715  239,157  △52,729  66,277  △13,296  554,124  ( )481,716  72,408
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（海外売上高） 

前第３四半期連結累計期間（自平成21年３月１日 至平成21年11月30日） 

  

当第３四半期連結累計期間（自平成22年３月１日 至平成22年11月30日） 

 （注）１．国または地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２．各区分に属する主な国または地域 

 (1）アジア………………韓国・中国・インドネシア 

(2）北米…………………米国 

(3）オセアニア…………豪州  

(4）その他の地域………英国・ポーランド 

３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国または地域における売上高であります。 

  

該当事項はありません。 

  

  アジア 北米 オセアニア その他の地域 計 

海外売上高（千円）  1,479,266  234,059  1,024,294  216,483  2,954,103

連結売上高（千円）  －  －  －  －  6,676,278

連結売上高に占める海外売上高の

割合（％） 
 22.2  3.5  15.3  3.2  44.3

  アジア 北米 オセアニア その他の地域 計 

海外売上高（千円）  2,268,071  502,076  1,061,238  218,170  4,049,557

連結売上高（千円）  －  －  －  －  10,374,963

連結売上高に占める海外売上高の

割合（％） 
 21.9  4.8  10.2  2.1  39.0

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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